

























































































































































































































































































































































































































































1909 年（明治 42 年）




1915 年（大正 4 年）6 歳
母、兄、妹は台湾の父のもとへ渡る。徳山で祖父
と 2 人だけの生活が始まる。






1922 年（大正 12 年）13 歳
台北第 1 中学校を受験するが失敗し、台北末広高
等小学校に入学。
1924 年（大正 13 年）15 歳
台北州立台北工業学校土木科入学。測量・設計・
諸力学・施工などを学ぶ。
8 月、祖父死去。享年 78 歳。









1931 年（昭和 6 年）22 歳
台北ホーリネス協会で洗礼を受ける。














1937 年（昭和 12 年）28 歳
投稿仲間の水上不二のよびかけで、真田亀久代ら
数人と同人誌「昆虫列車」を創刊。
1938 年（昭和 13 年）29 歳
母校の台北工業学校で教職につく。秋、台北州庁
土木課へ再就職。
1939 年（昭和 14 年）30 歳
永山寿美と出会い、台北聖教会で結婚式を挙げる。
秋、創立された台湾詩人協会に参加。
1940 年（昭和 40 年）31 歳
1 月の創刊された「文芸台湾」に詩・童謡・散文
詩を発表。9 月、長男が生まれる。





1945 年（昭和 20 年）36 歳
8 月 15 日敗戦。日誌と「植物記」は英国軍の接収
に先立ち焼却させられる。







1946 年（昭和 22 年）38 歳
家族で川崎市に移る。ノートに短詩をメモ風に書
き留める。次男が誕生。



















1954 年（昭和 29 年）45 歳
聖歌編『日本児童文庫 43　日本童謡集』に童謡七
編が収録。




1960 年（昭和 35 年）51 歳
「幼児の指導」10 月号より『三歳児のための新し
い歌』の連載を始める。
1963 年（昭和 38 年）54 歳
発表してきた童謡を集め、『ぞうさん、まど・み
ちお子どもの歌１００曲集』として出版。
1968 年（昭和 43 年）59 歳
第一詩集『てんぷらぴりぴり』を出版。第六回野
間児童文芸賞を受賞。




1976 年（昭和 51 年）67 歳





1977 年（昭和 52 年）68 歳
『童話』に詩の連載を開始。
1978 年（昭和 53 年）69 歳
「毎日こどもしんぶん」に、谷川俊太郎と隔週で
詩の連載を開始。





1980 年（昭和 55 年）71 歳
第 23 回日本児童文芸家協会児童文化功労賞を受
賞。
1981 年（昭和 58 年）72 歳
第 4 回巖谷小波文芸賞を受賞
1985 年（昭和 60 年）76 歳
第 1 回ダイエー童謡大賞を受賞
1986 年（昭和 61 年）77 歳
第 35 回小学館文学賞を受賞
1989 年（昭和 64 年）80 歳
詩集『くまさん』を出版。演劇集団・円が「まど・
みちおのまど」を上演。



































1997 年（平成 9 年）88 歳




















2002 年（平成 14 年）93 歳
詩集「うめぼしリモコン」（理論社）で丸山豊記
念現代詩集を受賞。
2003 年（平成 15 年）94 歳
日本芸術院賞受賞。画集「とおいところ」（新潮社）
出版。






































    Children’s song handled at nursery schools are inherited in the era of Meiji, Taisho, Showa, Heisei. It exists 
as a culture. In this paper, I will consider “Elephant” from Mado Michio nursery rhymes, which has been most 
popular and sung among its children’s song culture. I advocate important significance of children’s song poetry.
【key words】
Mado Michio, A Children’s song, Expression
